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研究成果の概要（和文）：学習者が協調学習など集団での学習環境で他者の存在から受ける学習に寄与する効果
について測定し集団を対象として評価可能とすることを試みた。理論面においてはプレゼンスや共同体感覚と呼
ばれる概念に着目し、授業等の環境において学習者個人においてのこれらの心的状態などについて従来では質問
紙調査によって把握しようとするところをウェアラブルセンサより得られる情報より確認する方向で研究を展開
した。研究環境の制約から質問紙調査の結果とセンサデータの相関を明確に把握することは出来なかったが、学
習者間個人および集団を対象とした分析結果はリアルタイムの学習環境の状態すなわち学習環境との関連性を見
出すことが出来た。

研究成果の概要（英文）：In this study, we attempted to measure the effect of the presence of others 
on the learning process in a group learning environment such as cooperative learning, and to 
evaluate the effect of the presence of others on the learning process in a group. Theoretically, we 
focused on the concepts of the "presence", "sense of community" and performed our research aiming to
 enable to monitor the mental state of individual learners in the classroom environment from the 
information obtained from the wearable sensor, instead of the conventional questionnaire. Due to the
 limitation of the research environment, we were not able to find the evident correlation between 
the results of the questionnaire and the sensor data, but we found a relationship between the 
results of the analysis of the data from individual learners and the group and the state of the 
learning environment.

研究分野： 教育工学, 情報科学

キーワード： ウェアラブルセンサ　心拍計　協調学習　学習コミュニティ　加速度センサ

  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
学習者の心的状況・状態を各種センサ類にもとづく生体情報によって把握しこれを教育実践の支援に用いること
について試験的な成果を得ることが出来た。これは授業デザインに関する十分な理論的な裏付けに基づくことが
出来ればセンサデータの分析を学習者のおかれた教育環境の評価、また授業その他の教育実践の評価に活用し得
ることを意味し、安価なセンサ類を多数運用して「教育に関する理論的な研究」「授業デザインに関する研究」
を行うことの可能性を示している。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 
 
コミュニケーションが学習に及ぼす作用の研究では、感情に関わる「情意面」と、知識と関わり
学習成果に直結する「認知面」の二つの側面に区別し、それぞれが学習の成功に与える効果（学
習効果）を調べる手法が一般的である。 
学習コミュニティにおけるコミュニケーションの情意面の作用については、コミュニティの

メンバーの相互に対する認識や受容の特性を扱う「社会的存在感」(Social Presence)や「共同体
感覚」(Sense of Community)の概念に基づく研究が行われており、信頼や親近感といった学習
者間の感情とコミュニケーションのネットワーク構造、また学習成果との間に関係（相関）が見
られることが指摘されている。このような学習者間のコミュニケーションを介した感情のつな
がりは、学習者間の協調や動機づけを促し、個別の学習者の能力以上の作用を引き出し学習に寄
与するものと考えられている。 
一方、学習コミュニティにおけるコミュニケーションは、互いの思考を促し知識を生み出す、

すなわち学習を補強する場や状態を作り出す。これはコミュニケーションの認知面の作用がネ
ットワークを介して学習にもたらす効果であり、「コミュニティが知識を生成する能力」として
考えることができる。この効果が学習者個人やコミュニティに対してどのように働くかを理解
し評価するには、コミュニケーションによる相互作用の全体からなるネットワークを対象とし
た分析が必要となる。教育工学の分野では、知識・学習とコミュニティの関係について、学習者
にとって知識（意味）を構築・確認するのに役立つメッセージの特性を指す「認知的存在感」
(Cognitive Presence)という概念を通じて研究が進められている。また学習科学の分野では学習
者間の相互作用による知識の変化が「建設的相互作用論」として研究されている。しかしこれら
の研究における分析は、いずれも個別の学習者と個々のメッセージを主要な対象としており、学
習者の関係性や相互作用が形成するネットワークの全体の作用を対象とする分析手法は提案さ
れていない。 
以上のような背景から、集団での学習が個々の学習者やまたは集団集団全体にもたらす効果

の機序や評価方法などは確立されておらず、学習環境の設計や学習支援を再現性のある科学的
方法論のもとに行う障害となっている。この問題を、集団（学習コミュニティ）の状態を定量的
に把握・評価することを介して解決しようというのが本研究の背景である。 

 
２．研究の目的 
 
学習コミュニティにおいては、学習者間のコミュニケーションが互いの思考を促進し知識を生
み出す。本研究の目的は、どのようなコミュニケーションが交わされる学習コミュニティが学習
効果が高い環境であるかを明らかにし評価可能にすることである。コミュニケーションの作用
には認知面と情意面の二つの側面があり、このうちコミュニティの学習効果に対する情意面の
作用について、我々は経済学などでソーシャル・キャピタルと呼ばれる評価指標を応用すること
を提案している。本研究ではコミュニティの学習効果に対する認知面の作用を、「知識を生み出
す能力」として評価する指標を構築する。２つの側面から評価することで、コミュニティによる
学習効果の全体像が初めて明らかにできる. 
 
３．研究の方法 
 
研究開始当初、学習支援システムのデータの分析と学習者に対する質問紙調査、ウェアラブルセ
ンサより収集した身体運動等のデータより、学習成果に直結する学習の認知的側面と学習環境
における活動（身体の運動、他者との対話、学習システムにおける資料の参照など）の関係、ま
た情意的側面と関係する他者との関係性と学習成果物の関係などを分析し、それらより学習者
集団（コミュニティ）の関係性を評価可能とすることを目指した。ただし、研究代表者・分担者
が利用可能な教育実践環境が極めて限られていたこと、また本研究の目的に沿って教育実践を
設計することが事実上不可能であったことから、認知的側面についての取り組みは理論的な検
討に留めることとなり、ここから、教育実践環境においてウェアラブルセンサデータによってデ
ータを収集し教育実践者にフィードバックすることを主目標として研究の比重を移すこととな
った。 
 
４．研究成果 
 
学習者が協調学習など集団での学習環境で他者の存在から受ける学習に寄与する効果について
測定し集団を対象として評価可能とすることを試みた。研究の基盤となる理論面においてはプ
レゼンスや共同体感覚と呼ばれる概念および心的状態に着目し、授業等の環境において学習者
個人においてのこれらの心的状態などについて従来では質問紙調査によって把握しようとする



ところをウェアラブルセンサより得られる情報より確認する方向で研究を展開した。研究環境
の制約から質問紙調査の結果とセンサデータの相関を明確に把握することは出来なかったが、
学習者間個人および集団を対象とした分析結果はリアルタイムの学習環境の状態すなわち学習
環境との関連性を見出すことが出来た。また、本研究において扱っているセンサデータの解析は
学習者個々人の持つ心的状態および特性を把握することともつながり、ここから、従来は初等中
等教育を中心に道徳教育に近い形で行われていた SEL（Social and Emotional Learning、社会
性と情動の教育）を高等教育で展開する取り組みにあたり、センサデータを介した学習者の特性
の把握とそれに基づき動的に教育設計を変化させるという新しい研究の方向性を導くことがで
きた。 
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